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　これらの用途には、アムニモの屋外用エッジゲートウェイAG20がたい
へん適しており、監視カメラにPoE経由で電力を供給しつつカメラが撮影
した映像をセルラー通信経由で監視センターに送信することを可能と
する。AG20は屋外にそのまま設置することが可能であり、また複数SIMを
搭載することによりセルラー通信のカバレージが弱い地域でも複数の
キャリアのネットワークを切り替えながら通信を確保することが可能となる。

● 写真2：屋外版エッジゲートウェイ「AG20」の外観

● まとめ
    
再生可能エネルギー発電施設は台風や土砂崩れなどの自然災害の
影響にもさらされているなかで無人で運用されることが一般的であり、
さらに発電量の変化を常に予測して電力供給の平滑化を行なうことも
必要とされる。このような施設の運用には信頼性の高いIoTシステム
による監視や制御が必要であり、さらに映像による監視が有効であ
ることも浸透してきている。アムニモが提供するIoTデバイスはこれ
らの要求を満たす堅牢で高信頼性の製品であり、アプリケーション
の開発や多様なインターフェースによる機器との接続、さらに映像
監視にも最適化された設計となっていることから、施設の運用監視
の用途を広くカバーしている。
　再生可能エネルギー発電の今後のさらなる普及において、アムニモの
IoTデバイスを用いた遠隔監視は今後も広く活用されることが期待
される。


